
平成年月日 月曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

一
〇
八

一
〇
九

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者

の
認
定
が
解
除
さ
れ
た
件

二
五

三

一
一
〇

教
科
用
図
書
の
検
定
に
関
す

る
件

二
六
116

二

一
一
一

平
成
二
十
七
年
度
就
学
義
務

猶
予
免
除
者
等
の
中
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
の
施
行
期

日
、
場
所
及
び
出
願
の
期
限

等
を
定
め
る
件

二
八

三

〇
文
部
科
学
省
、
環
境
省

二

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使

用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の

多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法

律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の

承
認
の
件

一
一
104

一

三

地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け

る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持

続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
関

す
る
基
本
方
針
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
七

四

〇
文

化

庁

二
五

著
作
権
法
第
三
十
七
条
第
三

項
の
視
覚
障
害
者
等
の
た
め

の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信

が
認
め
ら
れ
る
者
の
指
定
の

件

一
四

二

二
六

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
を

管
理
す
べ
き
地
方
公
共
団
体

を
指
定
す
る
件

二
二

三

〇
厚
生
労
働
省

二
六
五

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
生
物
及
び

物
の
公
表
を
行
う
件

一
一

三

二
六
六

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療

等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
指
定

難
病
及
び
同
法
第
七
条
第
一

項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
病

状
の
程
度
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
三

二

二
六
七

介
護
雇
用
管
理
改
善
等
計
画

の
全
部
を
改
正
す
る
件

一
三
106
一
七

二
六
八

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
四
107

八

二
六
九

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
九

五

二
七
〇

療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並

び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
九

五

二
七
一

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
傷

病
名
、
手
術
、
処
置
等
及
び

定
義
副
傷
病
名
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
九

五

二
七
二

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養

に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

方
法
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

別
に
定
め
る
者
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
九

五

二
七
三

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
九
110

一

二
七
四

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
別
表
第

一
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇

二

二
七
五

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
五
類

感
染
症
及
び
事
項
及
び
麻
し

ん
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予

防
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
一

二

二
七
六

平
成
二
十
七
年
産
あ
へ
ん
の

納
付
期
限
を
定
め
た
件

二
一

二

二
七
七

介
護
保
険
法
第
二
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を

定
め
る
件

二
二

三

二
七
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医

療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及

び
一
般
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
六

四

二
七
九

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
特

定
保
守
管
理
医
療
機
器
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六

四

二
八
〇

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用

医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品

質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省

令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
六

四

二
八
一

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
八

四

二
八
二

療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並

び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
八

四

二
八
三

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
施
設
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
九

七

二
八
四

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施

設
基
準
及
び
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
者
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
九

七

二
八
五

社
会
福
祉
主
事
養
成
機
関
等

指
定
規
則
第
五
条
第
十
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
別
に
定
め
る
施
設
及

び
事
業
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
九

七

二
八
六

平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
の
額

の
算
定
に
関
し
て
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
及
び
額
を

公
示
す
る
件

二
九
特17
四
六

〇
厚
生
労
働
省
、
環
境
省

二

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使

用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の

多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
第
一
種
使
用
規

程
の
承
認
の
件

八
103
一
八

〇
農
林
水
産
省

一
〇
一
九

一
〇
二
〇

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

一

四

一
〇
二
一

一
〇
二
六

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す

る
件

一

四

一
〇
二
七

一
〇
三
五

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

一

五

一
〇
三
六

農
作
物
基
準
共
済
掛
金
率

等
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
101

三

一
〇
三
七

農
業
災
害
補
償
法
第
百
三

十
四
条
第
三
項
の
農
林
水

産
大
臣
が
定
め
る
畑
作
物

共
済
の
共
済
目
的
の
区
分

を
定
め
る
件
及
び
農
業
災

害
補
償
法
第
百
四
十
一
条

の
四
第
四
項
の
農
林
水
産

大
臣
が
定
め
る
畑
作
物
共

済
の
共
済
目
的
の
区
分
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
101

三

一
〇
三
八

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
野
菜
指

定
産
地
を
指
定
し
た
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
101

四

一
〇
三
九

農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇
活

動
の
た
め
の
基
盤
整
備
の

促
進
に
関
す
る
法
律
第
二

十
条
の
規
定
に
基
づ
き
登

録
実
施
機
関
を
登
録
し
た

件

一
101

四

一
〇
四
〇

農
業
の
担
い
手
に
対
す
る

経
営
安
定
の
た
め
の
交
付

金
の
交
付
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
九
条
第
一
項

の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

象
農
産
物
の
単
位
面
積
当

た
り
の
収
入
額
等
を
定
め

る
件

一
101

四

一
〇
四
一

農
業
の
担
い
手
に
対
す
る

経
営
安
定
の
た
め
の
交
付

金
の
交
付
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
十
条
第
一
項

の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

象
農
産
物
の
単
位
面
積
当

た
り
の
標
準
的
な
収
入
額

を
定
め
る
件

一
101

四
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